	単　元　名
	面や線を動かしてできる立体

	コンテンツ名
	立体の成り立ち＋回転体

	学　年
	第1学年
	実施時期
	３学期２月


	単　元　目　標
	観察、操作、実験を通して、空間図形に対する直感的な見方や考え方を深めるとともに、空間図形の性質について論理的に考察する能力や、立体の計量についての能力を高める。そのために、
1． いろいろな立体やその見取図、展開図についての観察、操作、実験を通して、柱体や錐体についての理解を深める。
2． 立体模型をつくり、それを観察することなどを通して、空間における平面や直線の位置関係を理解する。
3． 平面図形や直線が動いたときにできる立体とその性質について理解する。

4． 柱体や錐体の表面積や体積とその求め方について理解する。

	本時の目標と展開（本時はその７時間目　以下はその抜粋）

	· 立体を組み立てる、という概念から合同な図形の移動による軌跡となる見方ができる
· 平面図形をひとつの軸に沿って回転させてできる立体のイメージ化を図る


	学　習　活　動

	（1） 立体が合同な図形の移動の軌跡であることを知る
　　T：「ここにコピー用紙があります。これを積み重ねるとどのような形に見えますか。」

　　S：「直方体です。」

T：「このように合同な図形を重ねると、立体とみることができます。」

T：「重ねるだけでなく、動くことによって立体と見ることもできます。これを見なさい。」(コンテンツ)
・コンテンツを見せ、面が動いていく様子を確認する
（２）回転体を理解する
　　T：「（平面図形を見せながら、）この軸に沿って回転させるとどのような立体になるでしょうか？」

　　S：「三角錐」
　　T：「では、実際に見てみましょう。」

　　S：「回ると円錐だ。」

　　T：「そうです。三角形が回転すると、円錐になります。では、これはどうでしょうか。」

　　S：「四角形だから円柱だ。」

　　T：「そのとおり。円柱になります。では、このような図形はどうでしょう（凹型の図形）」

　　S：「名前がつけにくい。わからない。想像できない。」

　　T：「では、スクリーンを見てください。」
・コンテンツを見せ、回転体ができる様子を確認する
（３）実際に回転体を描く

T：「では、実際にワークシートに回転体をいくつか描いてみましょう。」
　　T：「自分で回転体をまわしてみて観察してください。」

　　T：「スクリーンにも先ほどの回転体の様子を出しておきます。参考にしてください。」
（４）後略


